
男女共同参画に関する意識調査
調査報告書（ダイジェスト版）

千葉市男女共同参画センターでは、平成２５年度事業として「男女共同参画に関する意識調

査」を実施しました。この調査は、男女共同参画に関する意識や実態を明らかにし、男女共同

参画社会の形成を推進していくための具体的な施策に活かすことを目的としています。

＊調査の対象
千葉市内にお住まいの満２０歳以上の男女各１，５００人
（無作為抽出）

＊調査の方法 郵送配布－郵送回収法

＊調査の期間 平成２５年９月３日～９月１８日

＊回収の状況 有効回答数：９４１件（有効回答率：３１．４％）

注1） ％は小数点以下第2位を四捨五入し、小数点以下第1位までを表記しているため、

％の合計が100％にならないことがあります。

注２） グラフは、内容に応じて、抜粋したものを掲載しています。 1１



男女の地位の平等感について

学校教育の場では『平等』が約５割と最も高いが、学校教育以外の６分野では『男性

優遇』が高く、多くの市民が社会の様々な場面で男女の不平等を感じていることがわ

かった。男女平等の実現に向けた意識啓発への取り組みが今後もより一層求められ

る。
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77.2

72.4

59.2

43.8

43.4

42.3

14.4

10.3

15.4

17.7

37.4

33.8

34.2

54.2

3.5

1.8

7.3

9.6

6.6

7.3

4.1

4.8

6.0 

10.2

4.1

10.9

11.1

20.5

4.3

4.5

5.6

5.1

5.3

5.2

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会通念・慣習・しきたりで

政治の場で

職場で

家庭生活で

法律や制度の上で

地域社会で

学校教育の場で

男性優遇 平等 女性優遇 わからない 無回答 ２



全　体 (941)

男性 (398)

女性 (534)

ｎ

4.0

8.4

64.1

68.5

19.3

11.0

5.5 4.8

6.63.2

0.4

0.8

1.9

1.5

(%)
6.5 66.5 14.7 4.1 5.7

0.5 1.9

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
の
方
が
優
遇
さ

れ
て
い
る

平
等

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

女
性
の
方
が
優
遇
さ

れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『男性の方が優遇されている』 『女性の方が優遇されている』

社会全体における男女の地位平等について

社会全体における男女の地位の平等については、『男性優遇』が全体の７割を

占めており、男女間の不平等を感じている市民が多いことがわかった。
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３



政策決定の場に女性が少ない現状について（経年比較）

政策決定の場に女性が少ない現状については、２１年度調査と同様に「男女

半々になってほしい」が６割を占めている。

平成25年 (941)

21年 (1,026)

15年 (1,596)

ｎ

5.1

5.9

58.1

57.4

16.6

15.4

11.9

12.0
1.4

1.9

4.5

5.5
2.5

1.9

(%)
5.7 61.5 16.7 5.6

1.4

7.9

1.2

男
性
を
上
回
る
ほ
ど

に
女
性
が
増
え
て
ほ

し
い

男
女
半
々
に
な
っ

て

ほ
し
い

今
の
ま
ま
で
よ
い

今
よ
り
女
性
が
少
な

く
て
も
よ
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答
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４



女性が職場や地域で役職に就くことについて

女性が職場や地域で役職に就くことについては、「意欲と能力のある女性は、

どんどん役職に就いてほしい」が ７割半を占めており、女性の参画、能力発揮に

期待する傾向が表れている。

男女共同参画社会の実現には、政策・方針決定の場への女性の参画が不可

欠である。しかし政治の世界や企業などで指導的地位に女性が占める割合はま

だ低いのが現状である。今後も、女性が能力を十分に発揮できる環境を作ってい

くことが必要である。 n=(941)  

意欲と能力のある女性は、
どんどん役職に就いてほしい

女性の特性が活かせたり、女性の多い職場や
地域活動で、役職に就いた方がよい

家事や子育て、介護などの負担が大きいため、
女性が役職に就くのは難しい

現状では、役職に就くことのできる
経験や能力を備えた女性が少ない

女性も役職に就いた方がよいが、
自分の上司は男性がよい

その他

わからない

無回答

76.6

50.3

39.3

22.1

8.1

1.8

1.0

0.4

0 20 40 60 80 (%)
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５



平成25年 (941)

21年 (1,026)

15年 (1,596)

ｎ

27.0

26.2

49.9

49.0

5.6

4.3

5.5

11.2

5.2

2.6

3.1

1.4

0.6

3.9

2.2

2.4

(%)
35.9 45.9 5.5 6.02.7

0.5

2.3

1.2

子
ど
も
が
で
き
て

も
、

ず
っ

と
働
き
続

け
る
方
が
よ
い

子
ど
も
が
で
き
た
ら

退
職
し
、

大
き
く

な
っ

て
か
ら
再
び
働

く
方
が
よ
い

子
ど
も
が
で
き
る
ま

で
働
く
方
が
よ
い

結
婚
す
る
ま
で
働
く

方
が
よ
い

女
性
は
働
か
な
い
方

が
よ
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

一般的に女性が働くことについて（経年比較）

「子どもができたら退職し、大きくなってから再び働く方がよい（中断再就職

型）」が最も高く、続いて「子どもができても、ずっと働き続ける方がよい（継続

就労型）」と回答している。

２１年度調査と比べて、継続就労型は８．９ポイント増加している。
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継続就労型 中断再就職型 ６



夫婦の働き方について

男女ともに「性別にかかわりなく、働いて家計を支える責任がある」が最も高く、

女性の方が８．９ポイント高い。
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性別にかかわりなく、働いて家計を支える責任がある

男性の収入が女性より高い現状を考えると、
男性が働いた方がよい

男性にとって、家事や育児、介護などと
かかわれるような働き方のほうがよい

男性ひとりの収入で家計を支え続けることは、
男性にとって負担である

女性が働き、男性が家庭生活に専念する
生き方を選ぶことがあってもよい

女性は家事や育児、介護などの負担が
大きいため、パートタイムで働く方がよい

その他

わからない

無回答

46.0

37.2

30.9

29.1

24.6

19.3

3.3

3.3

1.0

54.9

32.6

37.3

32.2

28.8

20.0

5.2

2.6

0.7

0 20 40 60

男性 n=(398)  

女性 n=(534)  

(%)

７



男女がともに働きやすい職場づくりに大切なことについて

男女ともに「育児休業や介護休業の取りやすい職場環境をつくる」が最も高い

ことから、子育てをしながら働き続けられるよう、仕事と家庭を両立しやすい職場

環境づくりを促進するなど、社会全体で子育てを応援し、子どもを産み育てやす

い環境づくりを進めていくことが重要である。

育児休業や介護休業をとりやすい職場環境をつくる

結婚や子育てなどで退職した後の再雇用制度を進める

賃金や昇進など、職場における男女平等を進める

パートタイム労働者や派遣社員などの労働条件を改善する

残業を減らすなど、労働時間を短くする

在宅勤務やフレックスタイム制などを導入する

男女で仕事の内容が異なるなど、男性中心の職場運営を見直す

再就職準備のための講座や職業訓練を行う

その他

わからない

無回答

仕事や職場環境についての相談窓口を充実する

67.3

61.8

57.8

46.2

42.5

42.5

39.7

21.9

18.6

1.8

1.5

1.3

75.3

66.7

58.1

51.1

47.4

44.2

29.0

30.5

27.7

3.2

1.9

0.2

0 20 40 60 80

男性 n=(398)  

女性 n=(534)  

(%)
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８



性別による扱いの差の内容について

男性では「仕事の内容」が最も高く、続いて「管理職への登用」「昇進・昇格」の順。

女性では「賃金」が最も高く、続いて「昇進・昇格」「管理職への登用」の順である。
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仕事の内容

管理職への登用

昇進・昇格

賃金

配置される職場

定年まで続けやすい雰囲気

募集・採用の仕方

採用数

休暇の取得に関して

研修の頻度や内容

その他

無回答

33.1

26.7

21.1

18.0

17.3

9.8

12.8

12.0

7.9

2.6

4.1

33.5

20.8

22.8

26.1

26.7

10.7

13.4

9.1

7.2

6.5

4.2

3.9

36.5

0 10 20 30 40

男性 n=(266)  

女性 n=(307)  

(%)

９



男性20代 (24)

30代 (47)

40代 (57)

50代 (56)

60代 (95)

70歳以上 (119)

女性20代 (39)

30代 (95)

40代 (113)

50代 (69)

60代 (119)

70歳以上 (98)

ｎ

14.9

10.5

8.9

14.7

23.5

7.7

12.6

12.4

10.1

12.6

16.3

38.3

47.4

50.0

47.4

47.9

33.3

31.6

31.9

43.5

50.4

53.1

14.9

17.5

14.3

10.5

10.9

25.6

26.3

15.0

24.6

19.3

16.3

8.5

7.1

8.4

5.9

10.3

6.3

14.2

8.7

7.6

4.1

7.4

8.4

17.9

11.6

19.5

8.7

8.4

8.2

6.4

8.8

10.7

11.6

5.1

11.6

7.1

4.3

3.5

17.0

12.3

8.9

2.0

1.7

3.4

(%)
16.7 33.3 29.2 4.2 8.38.3

賛
成
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

賛
成
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

反
対
で
あ
る

反
対
で
あ
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『賛成』 『反対』
満足度 76.3％
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報告書 P70「男性は仕事、女性は家事・育児」という考え方について

男女ともに『賛成』が高く、年代が高くなるにつれて『賛成』が増加傾向がみられ

た。依然として、固定的性別役割分担意識が根強く残っており、若年層より高齢層に
おいて強く現われている。

賛
成
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

賛
成
で
あ
る

反
対
で
あ
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

反
対
で
あ
る

『反対』『賛成』
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「男性は仕事、女性は家事・育児」という考え方について（経年比較）

「男性は仕事、女性は家事・育児」という考え方について２１年度調査と比較する

と、『賛成』が６．０ポイント増加し、『反対』が１１．６ポイント減少している。

平成25年 (941)

21年 (1,026)

15年 (1,596)

ｎ

7.2

9.5

44.2

41.0

22.9

25.7

13.8

16.4 6.4

9.8

1.1

1.9

(%)
14.0 43.4 17.4 7.7 6.511.1

賛
成
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

賛
成
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

反
対
で
あ
る

反
対
で
あ
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『賛成』 『反対』
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「仕事、家庭生活、地域・個人の生活の優先度」（希望と現実）

男女ともに希望と現実の間には差がある。“「仕事」と「家庭生活」をともに優先”

を希望する回答は男女ともに ３ 割と最も高いが、現実の優先度としては、男性は

“「仕事」を優先”、女性は“「家庭生活」を優先”が高くなっている。
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全　体 (941)

男性 (398)

女性 (534)

全　体 (941)

男性 (398)

女性 (534)

ｎ

10.8

19.8

29.9

12.2

11.8

23.8

28.4

15.1

38.6

4.6

6.3

33.2

31.5

21.1

22.9

20.0

10.3

12.7

12.9

11.1

14.0

22.9

20.6

5.4

6.8

4.5

2.1

3.2

3.0

3.0

2.8

2.5

3.3

2.1

2.7

2.4

3.3

2.9

1.9

2.0

2.2

2.3

2.3

2.4

2.8

(%)
5.8 18.7 32.1 11.8 21.53.0

2.6 1.9

2.7

「

仕
事
」

を
優
先

「

家
庭
生
活
」

を
優
先

「

地
域
・
個
人
の
生
活
」

を
優
先

「

仕
事
」

と
「

家
庭
生

活
」

を
と
も
に
優
先

「

仕
事
」

と
「

地
域
・
個

人
の
生
活
」

を
と
も
に
優

先 「

家
庭
生
活
」

と
「

地

域
・
個
人
の
生
活
」

を
と

も
に
優
先

「

仕
事
」

と
「

家
庭
～
」

と
「

地
域
～
」

を
と
も
に

優
先

わ
か
ら
な
い

無
回
答

希

望

現

実

「
仕
事
」を
優
先

「
家
庭
生
活
」を
優
先

「
地
域
・
個
人
の
生
活
」を
優
先

「
仕
事
」と
「
家
庭
生
活
」を

と
も
に
優
先

「
仕
事
」と
「
家
庭
生
活
」を

と
も
に
優
先

「
家
庭
生
活
」と
「
地
域
・

個
人
の
生
活
」を
と
も
に
優
先

わ
か
ら
な
い

無
回
答

「
仕
事
」と
「
家
庭
生
活
」と

「
地
域
・
個
人
の
生
活
」を

と
も
に
優
先
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男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なこと

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」や「男性が家事などに

参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす」という回答が多かった。

無回答

男性が家事などに参加することに対する
女性の抵抗感をなくすこと

国や地方自治体などの研修等により、
男性の家事や子育て、介護等の技能を高めること

その他

特に必要なことはない

年配者やまわりの人が，夫婦の役割分担等についての
当事者の考え方を尊重すること

男性が家事、子育て、介護、地域活動に
関心を高めるよう啓発や情報提供を行うこと

男性が子育てや介護、地域活動を行うための、
仲間（ネットワーク）作りをすすめること

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題について、
男性が相談しやすい窓口を設けること

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること

男性が家事などに参加することに対する
男性自身の抵抗感をなくすこと

社会の中で、男性による家事、子育て、介護、
地域活動についても、その評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、
仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

n=(941)  

63.8

58.9

50.1

47.2

35.0

30.0

23.7

20.6

19.1

17.3

2.4

1.8

1.8

0 20 40 60 80 (%)
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男女共同参画に関する用語について

男女共同参画に関する用語については、「ＤＶ（配偶者からの暴力）」「男女雇

用機会均等法」の周知度が高く、男女ともに ８ 割以上であった。一方、「仕事と生

活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」は ３ 割半、「千葉市男女共同参画センター」

は１割半と低めであったことから、さらなる周知が必要である。

女子差別撤廃条約

千葉市男女共同参画センター

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

千葉市男女共同参画ハーモニー条例

n=(941)  

ＤＶ（配偶者からの暴力）

男女雇用機会均等法

わからない

無回答

ちば男女共同参画基本計画新ハーモニープラン

千葉市男女共同参画推進事業者（ハーモニー推進事業者）

男女共同参画週間

見たり聞いたりしたものはない

男女共同参画社会

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）

ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）

86.1

83.3

51.2

36.1

35.0

16.9

13.9

10.6

9.6

5.8

4.8

4.0

2.1

1.9

2.2

0 20 40 60 80 100 (%)
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n=(941)

（ア）政策・方針決定の場で、
積極的に女性を登用する

（イ）男女平等や性について
学校教育・生涯教育を行う

（ウ）男女が働きやすい
職場づくりを進める

（エ）家庭生活と仕事や地域活動などの
両立を支援する

（オ）自営業や農林水産業における
男女平等を進める

（カ）男女共同参画を進める
民間団体を支援する

（キ）母性保護や生涯にわたる
健康づくりを支援する

（ク）配偶者等からの暴力など
人権侵害を防止する

（ケ）国際的な視点にたった
男女平等を進める

（コ）千葉市男女共同参画センターの
機能を充実する
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男女共同参画社会を実現するために、千葉市の果たす役割

「配偶者等からの暴力など人権侵害を防止する」「男女が働きやすい職場づくり

を進める」が ６ 割で非常に重要であるという回答が多かった。
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今後に向けて取り組むべき主な事項

○固定的性別役割分担意識の解消に向けた啓発

○女性の能力を十分に発揮できる環境の整備

○男女がともに働きやすい職場環境づくり

○仕事と家庭を両立しやすい環境の整備（ワークライフバランス）

○配偶者からの暴力など人権侵害を防止する取り組み

発行日：平成26年3月
発 行：千葉市市民局生活文化スポーツ部男女共同参画課

千葉市男女共同参画センター 電話043-209-8771

※本調査報告書は、千葉市男女共同参画センターおよび市内図書館に
ございますので、詳しくはそちらをご覧ください。
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